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役割をじっくり理解してもらうことから始めよう」と話し合
いました。
　区の社会福祉協議会からの講師派遣、地域の福祉施設職
員との交流などさまざまな工夫を試みました。民生委員に
も担当する地区の町内会の会合に積極的に出席してもらう
ようにしました。「毎年、役員が総入れ替えする町内会もあ
り、そのたびに一から始めなければなりませんでした。」と
齋藤さんが振り返るような苦労もありましたが、徐々に理
解する人が増えてきたといいます。福祉推進委員会を立ち
上げていない町内会もあります。でも、形式はともかく、
独自に福祉活動に一生懸命取り組んでいる町内会があるこ
ともわかってきました。
　今年度は、個人情報の在り方をテーマに 3回の合同研修
会を行いました。さまざまな意見が交わされ、いつの間に
か「行政が全部やればいい」というような声は消えました。

「隣近所がお互いに日々ちょっとした気遣いをすることで、
地域の安心感が格段に高まることを多くの参加者が共感で
きた気がします。」と幸田さんはいいます。
　「地域福祉活動に必要な個人情報は、どこかから手に入れ
るのではなく、日頃の活動の中で自分たちの工夫で得るべ
きです。そのためには、お互いの信頼関係が必要です。情
報収集のための情報収集ではなく、何のために情報収集が
必要なのかを訴えながら、引き続き取り組んでいきます。」
お二人から力強い言葉がありました。
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　各単位町内会の福祉推進委員会などが
行う見守りや住民同士の支え合い活動。
その活動をより充実させるため、厚別区
社会福祉協議会では、2017年度から福ま
ちパワーアップ事業を進めてきました。
　今年度は、もみじ台地区で実施。その
取り組みと成果を、もみじ台地区福祉の
まち推進センター事務局の齋藤義樹さん
と幸田啓子さんに伺いました。

行政が全部やればいい!?
　高齢化率が札幌市内で最も高く、地域が抱える福祉の課
題が多いもみじ台地区。今年度、福まちパワーアップ事業
の重点地区に選定され、「自治会・町内会と民生委員児童委
員の連携強化」をテーマに取り組みを進めました。
　「実はもみじ台地区では、数年前から福まちが主催で、町
内会役員と民生委員児童委員の合同研修会を行ってきまし
た。それは、パワーアップ事業の枠組みである地域福祉の
担い手による研修会とほぼ同じものです。」と話すのは、も
みじ台地区福祉のまち推進センター（福まち）事務局の幸田
啓子さんです。「私が福まちに関わったのは7年前からです
が、残念なことに町内会側に、地域福祉についてなかなか
理解が進んでいないのが実情でした。」
　幸田さんらとともに福まちの事務局を担う齋藤義樹さん
もうなずきます。「町内会役員が意外に民生委員の制度や役
割を知らなかったんですね。以前は、民生委員はなぜ全世
帯を回らないのかとか、福祉のことは行政や民生委員が全
部やればいいんだという極端なことを言う人もいました。」

ちょっとした気遣いで高まる安心感
　もみじ台地区福まちのメンバーは、大半が民生委員経験
者。現職の民生委員もいます。「時間がかかっても地域福祉
のしくみ、住民同士の支え合い活動の重要性、民生委員の

担い手同士の
信頼関係を深める


